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[要約］
奄美諸島の民謡のなかで，かつて本土から移入された歌を本土系民謡と呼ぶことにする。伝承

の過程において，音楽面，詞章面で多かれ少なかれ奄美化して，なかには想像もできないくらい

に変化したものも少なくはない。本稿では，行事に伴う歌，遊び歌のなかから，曲名，歌詞，歌

唱形式，ハヤシコトバ，歌の背景等の比較を通して，本土系民謡であることを特定した。その結

果，曲名や歌詞などで本土系と分かるものもある反面，ハヤシコトバや詞形だけに頼るものもあっ

た。いずれにせよ，奄美民謡が本土の影響を強く受けていて，無視できないことが明らかになっ

た。

[目次］
はじめに

１．行事に伴う歌

（１）八月踊りの「おろしよめでたい」（奄)，「さんだまけまけ」（奄)，「うんだりまけ」（喜)，

夏目踊りの「五尺手拭」（徳）

（２）八月踊りの「今の踊り」（奄）

（３）八月踊りの「おろしよめでたや」（奄）

（４）八月踊りの「口説」（奄・喜）

（５）八月踊りの「ホーラエー」（奄）

（６）八月踊りの「忠臣蔵」（喜）

（７）八月踊りの「祝付け」系統曲（奄）

（８）餅貰い行事の「ドンドン節」（奄，喜，徳）

２．遊び歌

（１）「六調」（奄・喜・徳）

（２）「天草」（奄・喜・徳）

（３）「糸繰り節」（奄）

（４）「シュンカネ節」（奄・徳）
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（５）「数え歌」（奄）

（６）「砂糖作り歌」（徳）

（７）「数え歌」（沖）

（８）「行きゆん仁や加那節」（屯)，「いんみいやんみ節」

（９）「くるだんど節」（奄・喜・徳)，「ちようきく女節」

たん金くわ」（徳）など

（10）「五尺ヘンヨー」（与）

まとめ

(奄）など

(奄・徳)，「いそ加那節」（奄)，「取っ

[本文］

はじめに（凡例を含む）

奄美諸島に伝わる民謡の系譜を探っていくと，何時の時代か本土から直接的に，あるいは沖縄

経由で渡来して，世代を経るうちに奄美独自の唄になったものが少なくないことが分かる。なか

には，島の人々がそのことを知っているものと，そうと気付かないもの，また研究者としてもはっ

きりした証拠がつかめず推定に過ぎないものも存在する。

私は，個々の歌については，これまで折々にこの点を問題にしてきたく注ｌ〉が，その全体を

整理し発表したことはなかった。本稿では，推定曲も含めて何曲かをあげ，本土系民謡である根

拠を示したいと思う。

ただし今回，民謡（広義）〈注２〉のなかでも，童歌<注３〉や諸鈍芝居，与論十五夜踊り，

沖永艮部の遊び踊り，各地の棒踊り，竿打ち踊り等で歌われるいわゆる芸謡の類〈注４〉，そし

て神歌や口説類の長詞形叙事歌〈注５〉は除くこととした。

そこで先ず，個々の曲目検討に入る前に，本土系とみなすための研究手法について述べておき

たい。私には，以下の方法が有効と考えられ，それを採用した。

曲名の比較

歌詞（歌詞の内容そのものと，詞形も含む）の比較

ハヤシコトバの比較

歌唱形式（歌詞反復，ハヤシコトバの入る位置など）の比較

歌の背禦，歌についての口碑の吟味

●
●
●
●
Ｇ

ａ
Ｑ
ｂ
ｃ
○
。
【
ｕ
ｅ

ここには「音楽的要素の比較」がすっぽりと抜け落ちている。これこそ最も重要ではないかと

いう声が聞こえてきそうである。しかし，曲調というのは歌の移動，時の経過に応じて最も変化

しやすい，というのが私のこれまでの研究から得た実感であり，かつ私自身に音楽研究の素養が

ないことも確かであって，この面ははずすこととした。ただし，歌の継承者らが，音楽的繋がり

をいうときにはそれを尊重した。

以下，行事の歌，遊びの歌に分けて，本土系とみなされる歌を検討してみる。














































